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参考資料 
 

１．過去の大規模プロジェクト 

 

複雑系経済システム研究拠点 

本研究所 西村和雄教授を研究リーダーとする研究プロジェクト「複雑系としての非線形経済システム：理論と応

用」が文部省による COE 形成プロジェクトの対象として選ばれたことに伴い、「複雑系経済システム研究拠点」が本

研究所に設置され、1997年 4月から、5年間の研究プロジェクトに関する活動を行い、その後、特別推進研究として、

2年間の延長が認められた。研究組織は、西村和雄を中心とするマクロ動学研究班、藤田昌久を中心とする国際地

域研究班、今井晴雄と岡田章を中心とするゲーム理論研究班、および佐和隆光を中心とする非線形計量分析研

究班からなっている。「複雑系経済システム研究拠点」では、これまで、ディスカッション・ペーパーの発行、研究会

やワークショップの開催という定期的な研究活動を行うと共に、1998 年 3 月には学際的なシンポジウム「複雑系とは

何か」および国際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation: Global Environmental Problem”を、6

月には国際シンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory: Stability, Bifurcations and Indeterminacy”を開催してい

る。更に、2000年 6月には国際シンポジウム“International Conference on the Frontiers in Spatial Economics”および

2001年 6月には“Interdisciplinary Symposium on the Sciences of Complexity”を開催している。また、「複雑系経済

システム研究拠点」の研究活動の概要は、ホームページ（http://www.kier.kyoto-u.ac.jp/cces.html）でも公開されて

いる。 

「複雑系としての非線形経済システム：理論と応用」研究プロジェクトの趣旨及び目的は以下のようである。 

複雑（適応）系が解明するものは、これまでの科学における方法で説明できなかった。創発、進化、自己組織化

などの現象であり、経済学でいえば、企業の発生、変革、地域経済の発生などが対応する。要素が互いに干渉しあ

うネットワークである複雑系は必然的に壮大な動学システムとなる。 

経済学において、複雑な動学を説明する主な要因として、外部性がある。外部性は、カオスのような複雑な均衡

動学を生む一方、多数均衡経路からくる均衡の不決定性、したがって、その実現が人々の予測のあり方に依存する

サン・スポット均衡などをもたらすことが知られている。さらに、エージェント間の戦略的行動を加味することも可能で

ある。経済動学は、市場を通じる相互依存、外部性を通じての相互依存、戦略的行動を通じての相互依存と、エー

ジェントを繋ぐいくつものネットワークをもつ。本研究プロジェクトは、ネットワークの分析により、これまでの非線形均

衡動学や新しい成長理論をより一般化する複雑適応系としての経済分析を行う。 
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２．1人当り被引用論文数の社会科学系附置研究所間比較 
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